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シ　難山（？汁ノ・　タ　中　酸精　ヲ　三　メ　厚．ウ　斯　リ　ニ

其基成六八濾ルニ銀鼠得バタ液オヲ邸芝
生二分グリ垂衣存ヲ幾タワルトル十チキ
理シ9ラモ中硫在以斯リウ後ナブ％前テ
的え軒’亦二酸セテヲ次’更シラノ者ノ・
作ピ7組込溶水リ庭水ニヲごタム硫ノ官
用りρアー存銀面理二加除水ル酸酸場酸
ノミノラノセヲシステ水キ酸後ヲヲ合ヲ
偉ヂ組ン有り庭テル浸：分以化石肯以＿以二言
大ン成ト敷ブ国憲重出解テバ酸テテ於テ
ナ列ヲイ物アスウ硲シヲ前リ銀沈五テ加
ル高息ζ質ンル爪磨此施記ウ液澱塒・・水
二厨シ融ヲクニル銀水サ米ムヲセ聞．七分
基シ白黒三分氏喚ブ網島サ糠》加シ加＋解
キ次酸二離押ラヨ液ルヨ以ヘメ

㎜㎜螺調　藷　一
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針強小感モ経1五同1伏　　度：　部　　量　　ノ　　炎　　ル　　グ　　画

品ノ昇一ノ・ノ類ジノ　　　　　　　　　　　　

9尿華六融鳩ご勾玉
三酸シグ黒占二封ノi表
グ及昇ラニ封ス結成
ラフ華ム百シル品績
職工物二二四反素志
ヲノ・・シ＋凡慮ヴ§
抽lgテ九聖日イ。出・レ炉藍玉八色タこ
疑心ρ状ヲミ三’ミξ
リ慮諸及有リ舞ン亀
此・・菱シグ雪融崔
物事昏乱フ・　一

度目燥P晶現尿ヨ　ぎ・シζサカ
・タス多ヲー酸リー＝タアン爲次
有ルレごナシ及得・九∬ルデチメテ
　　　　　　　　　き　　　　　　　ヨス母・・相シ多ブター器ニノζプフ
ル液其當タ套エル三1尿ヂウリア
　　　　　　　　　ゆ細ノ・一シル紳ノ裏年ど酸ンランン　　　　　　　、　　　　　　　　

、

質ノ・引歌オ
ノ・ Vヲ択り
融序論ヲン
貼ヨシナマ
ニリ強シツ
三盛酸冷力
二職垂水r
十ニノニラ
九百物ハム
度二

ラ自鮎ξつ
　o　　　らム　9　－　o
ヒ　　　 け

ノ考百真
面ご＋1こ
口ロニ・ xδ　くう　　　 　於h・・ニ
テ国フヨ
　む有γオレ
　むi乱離リハ
ナ量ン百

質受反リ＝及キ
ヲ十ナ解慮之毬マ
有配　リ『セ　ハ　ヲ　9　ッ

ス乃前ス陰稀トカ
ル至記之性酒壷！
モニ再ヲニ精一ラ
ノ百濡顔シヨ　ノム

ロ

グ

ラ

澄

ノ

乾

　　三度テリ反雨燥
比＋ヲニξ）：再並並酵
シ三施乾望結ヲノ母

響護畿k暑」引

船蚕ン酸タ
　　へ　　　

ゐ

何事ピアル
レ経ドデ脚
モ炎ジニ氣
多ヲンンヴ
翰墨トグィ
ノメィア孤
帆ルンニミ
三密酵ンン
　　　ゐ　

し

ヲニ・母ヒノ
現封及ポ化
一シ胸ク學
セ治腺サ的
ル療ノン組
　　ロコヲ的ヌチ成
認i敦グニくニ
メ某レク封
目ノイサス
リ有ンンル
玉無酸チ根
§試ノン砥
　　　　　　　　　　 　

も駿アパヲ
hヲノラ得で

ξ施ヂクン

　　　1　　　　　　鼓1
　　三H　ヴ
。＿宕イ

浄O閏タ・ムと・

二、チリノ・　ココに1ル
ンヂミミ先　　H　名
　　　　　　ロ及どζヂキ　　稽
ζ量；繍ゴー1刷
どピン物参細8シi
ノテト質シμ砺！タ1
タト多イ賄㌧嘱ル

．モ

ノ

ナ

リ，



酸　亦リ他イテ　コリ成ム結テ至四魔稽　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どロヲー先雨不ン沈其チ而ヲ’ノ楽観ルグbかく　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り

加養，敗氏明ア澱ノンシ有ヴニレρラ望ご
へ一ニハノデセ後幅テスイヨハ炉ムノ溶
　　　　　　　　　　　　　　）テ六終更：物ニラブ
得年レニ質ζルア
額皿リ鈴ノグ、ン
ル月冒木少ア0物グ
沈フ
澱ア
ヲ　ン

デグ

§博量二質民テニブリルエヲ得ス尿
←士ヲぎ中ハ與於入端モノ有二士酸

セ氏伊方ス在分モ
ト萄鵠注ルヲノン
ン§1二・，瞼研ド」　 b唖　o

　ら　 　以ど
ア　一

腱巳
　くみ　　　　　　　　　　　　 り

理も，

スMgム

ル1
ノ崖

下ハ
法酵
二瀬
ヨ　ノ

リ酒
テ精
有越
敷幾
成歯
：分ご

ノ燐
精ウ
製ナ
上ル
ー フ

進ラ
歩ム

§等含ノノド
↓』ノ遺存成ラ
。て

　　　　　　○ト此ルタリ通常ヲ集解
ヲ等質ミ分酸ノ分成シ
混物歌ン追及集離ヲ易
シ質・晶旨スフ成シ看グ

ブケノ母ノ1シリホ反
レル1ニトル融該此慮
ハ試ル於認墨画物結ハ
　　へ9験尿ケメ慮二画品陰
○ノ酸ルラヲ百・・ヲ性

ヲ・ ﾞ士長知究氏一結及トル生十再分二
　　　擦ヲセノ旨グ果ミ同臭起九国離シ
　　　瓢認リ結○ラ冬・一一米ス度品シえ
　　　ピメ荷果Uム軍ン分糠ルノヲタフ
　　　　　　　　　　　　　　リ　　　クタホコ葺以猫反別三物ビ施ルエ
　　　ラル恐リ毒丙ゴ癒園外質クス母ノ
　　　1モラン邑・テ斑晶八及ラト液1
　　　」・治《及．ト於ハ性浩十ゲ1キ中ル

ト療グニ共テ殆及ニキイトノ・即時
シ的アコご数ン中層ロタヲ尿リ磨
テ宥ニチ．米：果トコリグミ生酸融ノ・
分数ヂン糠ヲi敷チ融ランシ及幸臣
離物ン酸中断力ン鮎ムフヨブニ性
量質茎・・ノ〆ナ酸二歩治コエ百丈
ンノ亦珊燐スグ融百リ療チノ三ミ
コ抽存多ウヲ£貼三分的ン1＋・
ト出式量オ吉野二＋豊作酸ル五ン

国語モ在ラリナ十ρタナ致ヲイ∫ハ
　　　　　　　　ロタ失ノシム　ル四炉ルスセ呈ス陰
ル欺、其酸　結度ρ一物リセル性
モニ如他二　品ヲ7六質是サ物ナ
：並屋清クベヨ　 ト得ノグ二二ル質リ
レセ其タリ　ニタ集ラ再依二〇ρ
　　　　　　　　　　　　　●
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リ三密スス含ヅ　ブ性ホ法　八澄ノトヲl
i変ヒ’色ルルマト其ラ溶ルニ鈴號二幅ン得…
弱グ舎コごズ反得ム液面ヨ木参ノ壊可タ1
セリ利ト從鈴慮青酸ト幾リ博照焼ノ．翻り1
ルン面分ヒ木ヲハヲナ漆工士》液傾分臼1；
鳩酸朕明中民宿原除シヲ糠ノ’
ヲ腫ノス性士セ料・去三脳中獣
恢ト液ル若ハサニシ十1ノ醤
復シニニグ始ル封以％テグ學
セテシ及ノ・メモシテノルイ士　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　 　

シ結テヒ微之ミ約温品ニタ島
メ晶燐同二ごロ○精ウテミ村　　　　ヨ　　　コ　　　　　　 ヨ

得セウ．民アアン四越ナi振iン虎
　　　　　　　　　　　ヒヘシ　ナノ・ルベ反％幾ル温ノ猪
キメル此カリ慮ナ斯ブシ研氏
ヲ該ブレリ血続リノラテ究二
審精ラヲ性》ヂ此約ムイfニト　　　コ　　　 げ

メ；製’ムオヲ窪．ナ物十酸機從二
見品酸リ呈磐ツ質点ヲ酸事ニ
リ○沈ザスδオノ・ノ以レシー4
　　更Oi殿ニルト反命i敷テチ脱九
二〇製ンニ庭焼性力有チ脂一一
　　　　同五品ト嘉名ヲヲヲi敷ン糠○
二天ノ改リシ皐有有成等ヲ年
ノ・ �Oメ其タシシス分ヲ・九頃
　　　　　　　コ酵9倍タ酸リ窒フルヲ除＋ヨ
母○ノリ性シ素工熱演去五リ
ニー ｳ焼ノ・力有1褐澱シ％フ
就グカシ爽之機リ色セタノア
キジヲえ難Z性ン舎シル酒ン
米ム有タスタ硫グ利メ後；構グ　　糠ヲスンルン主情別常三ニノ
　　　　コト以而二二ニヲ液歌法乃テ方
同テシンコン含ヲノニ至盗洪
一白テ酸チ酸有愚物從四身iト
方米同誌ンヲス元質ヒ％’シ酷
注飼氏製酸以ルシヲ燐ノ其似
　　　　　　　つ二養ハ品ニテモビ得ウ硫アセ
そ楚二三冬ノ・基荊蒔田き吃タオ酸ノレル

ヒヨリ淡因製ヲレリル酸コ方

ヲ向ノ・チ；
得ア多アi
更ノヒ量セi
ニアナト1
之ルルン1　　　　　ヲカモ不「
精リ企溶…
　　製ノ然部
シ使無分
序詞力ハ
ヘヲナ少…
シ避リ量…
一ケ荷二1
九ンホシ「
一力燐テ1
　　　コ五爲ウグ・
・年メオイ
　コ米．“ルタ
國リフミ1

　し一ノ酸大へ

一代沈丈
六リ重分
一　ニ　ノ．ノ・
ぺ

九酷分配
○酸解中
盤鉛こご
及ヲ封包
一・ gシ含ヨ　　　　　　コ　

川棚ゾセ
六スイラ
ニレ　タ　レ

九三ミア
○甚ンセ
　　」 ●



鳩ノパ晶褒マ像二之テエ斯もエ
・酒1丁寧ンセ・黒眞キ・崔デ
多精兵ノ憲兵リ宏ト塞さ更撃1、
蚕越9含炎鼻本ト・・中ヲニ山臥
紳幾・8窒二蜜品リりご無断箪グ
経斯窪素封毒悲メン蒸水酸託ア
炎上下物シ磐エチま嚢酒々§ン
症りaヲ著＝　　　　　　ii耳息精性蚕ス　コ　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　コ　　　　　　　　　　　　　　し　　　へ

候工こ唄抽シ〉テルま澗ニノ、ニム
ヲ喜二出キ§ルアトシテ木ぎ1
シテ§・敷衷デミ名将腱精算欧
テ2砦之寮費セン・テ理三β・
少ヲ〕』zヲ婁ト臭ケ褐ミくア旨ン
塒以畠ア有●ンヲタ・色バ浸ρプ
間テ占クシぎ三蛮リ粘り出合ソ

之ナ馬1ン？解ルハ及及ル）ウ
ラル肉タク目皿ヲ。引硝コ等エ　　　　　くみ　　　　　　の清抗ノ1漁るス以早世酸ホハブ
失国立≧・登簿テ7性銀ル酵ス
セ経肪野記N少其ρヲご分母タ
シ炎及泰斗窪朋ノ或有テヲ乳1　　　　し　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

メ性リ1．トL

タ質イセ
リヲトい1　　。。　○　　　　　一

　　　　セ蘇　嶺ノ溶水不ホ守有シ馬
敷メノ　　ル鵠　　’b集ケ素純こレ碧
　　　　　）　　　　　　

1喝

の　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

○牛九画面年ナ有有分除冷竃九四〇モ成　　　　　　　　　　　　　六ノー・全脳六ルシi敷解衣浸母一頁一ノ分
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　 ゆ　　　　 ヘ

グ腸三セリ月可ノ“成シシシ’二第グノ・ノ
ラ催能サ鳩シキリ分低夏其ρ年三ラ殆抽
ム肝グルノヤヲッヲ湿二越P三十ムン出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

しロ

2・ 氓P言貌ウ想ト得二其幾…2月三ヲトニ　　　　　　　L　　　　　　　　　　　
昌

団溶ス品性トア廊及9誌ケラ

　　　　　　毛羽ハア沈静メ串ド頁ごり
得桝
　　　　蠕虫…　2・シ鉛ル面上四共リ
　　　　ニ℃ヲ契隊士メ酷ア♂器頁qン
　　　　　　　　　　　　　　　ゴ○酸
　　　　　　　　　　　　　　　ご○ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　五五分
　　　　　　　　　　　　　　　頁乃離
　　　　　　　　　　　　　　　、

鉄以下カ
ーテ明玉
目鳩帯有
三ヲ褐敷
台恢色成
孟母無分
三セ形ノ
十シノ黄
土メ粉褐
病斑1’景色

一リヲ無
　　一束ナ品
二京シ形
三化水ノ
　　　コ頁事由ピ
空會溶ク。

聲第易I
N三クナ
魯十殆ヲゆ

魯ニト得
，峡中之・
唇五性ヨH
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同髭；要善導婆琢工同条聖「告即震轟轟
年有・ル・・え翫テe年命懸ナ鉾テセル・・
ウ

イ

リ

ア

ム

ズ

i敷．酸ト氷アキ溶：ノ・ロ

成試キ酷デハ融前バ分　　藥　　ノ・　酸　　二　　系詐　　堅塁　　言己　　盲

　　　ヘノ・二百無ン晶三ノ　トつ　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　
へ　

ア炭ヒ水ヲ形百如ウ
デ酸抗酷熱ヲ四グイ

、氏ニソ示申1唆シ襲i』坐し吸リ
　ドコ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

即　ン　1経稀テシ五著ア
　　即ノダ炎鯉溶同度セム　　　　　ヨ　　ヒ

ノ　イ　ニ性酸融」庁・ヲ　シス
く

ぎメリカクシ些ステジリ

，ルテヲハム敷ル得1
　しトナ青イ∫稀ルカ抗タデ
毫ル色．ス硫カ　ヲ神ルル
。　　　　　　　　　　　　　　　 「

空ソヨ二二セごイ∫メ及グメリ

セゾサ深戸ラ汽五
シイシρ出レ工十
　　　　　コムタメ9操アシ％
ルミタψ作ルヒ乙
ごぎル〉ヲ争端ア
其ヲ後ニナリ1ル　　　　　　　　　 し

乙吉其こ∪スニテコ
草垣濾こ一際ヨルホ
　　　ら物セ三兄下り及ル　　　　　　　　　　　　　　　　　しロ

五ンー．曽大テベゴ
　　　刈部容ン　・1

重層引鵠髪皇i
ヲ稀ルρ失墜　1　／1
以酸三…ス解と・結1

Pヘヲル酸叉清経フ雨テ無封ρ一スご品
9キ現ニ　トハ失炎；黒血及シ・・九三溶トゆ

ヨヲ出至共無シ症ラ平人強五宴一化解ナ
簑罐蕪畜蒸時無温騒け濃撃茎亥4
・oセカシ沸精分敷ア憂スコラ搾シむぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

添リノテスト二成r霧ルボム酵i讐

1
㌫

）

ノミニ

從

來

於
ケ

ノζ

グ

イ

’タ

ミ

ど1

　　　　　　　　　　しロモイfル共ス分冬婁イ∫凸乙骨デ
ノ敷カニルヲヲマ敷ヲフヲル
ー智慧熔三等五記
反・…　管’デ・ノゑ彙ナ・1度φ

ノ・ ?

共二開
戸ノ・二

用稽品
　　　　　　　　量以1珊氏目塗’出
此質グ閉ア出％9．トテラ六，影青シ
　　　　　　　　　　　　　響ス冷
然フ
ヲ干
瓢．

セン
ス氏共十コヨ濾冨ト眞及六口、ヨ水
從ノニ度トリ』 t・セ室十時巴ルリ酒
ツ燐長ニヲ再二男ラ中声問げモ平野
テ　ウ　塒半知結　テ　ρ　レ　硫十　自　寄　之．著　ク

二二問スレ二二量タ酸cc己ヨヲシロ
氏ル放ルリヲ理ホリ上ヲ清戸使グ・

鍍申二之ナ’スクスニ9．ヲ動結　　　　　ロ　　　　　　　　　 ユ

聾者懸紐1続羅．丁撃匙婆漿曇
ト八ル湯ン「ルシス珊呉サ・二十
　　　　　6
　　　　　ヨ　　　　　　o
　　　　　一　　　　　　　　　　　　

響■争



　動石晶リ至ニタヲミムシ験キヒ無ノ／
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ3物油ヲキ百予防有治ルピニシド試ヒ性
及ノベシ而ミテ品ス療ニリ於ピロ駿ド質
4機ンテシリ歩出ル的從ヂテリキヲ・二
i關ヂ針テグ多重モ敷ピン2ヂシ施キ關　　　　　　　　　　　しヒニン釈針ラ蛮シノカ此ノ・1ンニ行シス
ドヨ…ヨ耳当伏ム示串日田ヲく等確ヒ及コシヒ。ル
　　　　　　ロリ・リニ品ノ経タシ有ノ實ド其チタリ諸
キテ品攣ハ量：炎ルテベ化ノ・無ンルヂ學
シバ出セ貯二二針少ル’合i敷キかく酸ニン者
　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　コピ到セシ癩於封状グコ膿果シ物チピ化ノ
　　　　　　　　　　　　　ヘリ底シム中テシ晶トトノ・ヲピ2トリ合研
　　　　　　　　　　　　　ヘヂ不ムル野田何ノモヲ其現リ3ラヂ髄究
　　　　　　　　　　　　　ぬン可ルニ次十レモニ早筆ハヂ4チンヲニ　　し、及能ニハ顎脚モ’ノ個メ鮮シン1ン誘製擦
　　　　　　　　　　　　り4ノア其粒ノ多ヲノタナ其2三酸導出レ　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　へ1事リ国歌均鳥少・十二きりルf也4ヒ2二二シノ・
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ

ルご野市晶ヲノ轡形郎製ハ6ド1二以ピ
チ厩シ軍談以響胴罷チ品殆1ロヒ屍テリ
ドズテル攣テ療ノヲ三夏卜三キドス其ヂ1

ぎ

モ

亦

之

ヲ

製
出』

三

試
験

シ

タ

ノレ

此
等
ノ

化

合

此モ移種的場有ヘハ其ヒシロル多ン
　　　　　　　　　　　　　ヨ顎ノシ々i野心スハー・敷ドビキニ嚢誘
粒ヲコ下下就一2定力・　リシコ紳二
三徐ノ験ヲキヅ1ノヲキヂピチ細螺
品々憂ヲi現試ノ・ヒ歌認シンリン炎ノ
ヨニ化ナセ止針ド況メピ競ヂ酸ヲ現
　　　　　　　　　　　　　ヘリ冷ノ・シワシ1伏ロノサりごンチ病存
　　　　　　　　　　　　ぬ針却温タ然タ品キ下りン四グンメ、ヲ
歌シ氣ルルル他シニキヂヒルコル示晶次中　二　二　ニ　ノ　ピ馬下『ン　ド　タ　メ　鳩　シ

ご二二何顎其一リテシ及ロチロニタ
攣之於等粒一・ツヂ製テ2キンン封ルコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　 へ
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テル液ノ5●　濃ヲ剰解中ツチ列ト　・’馬
添力・水守一厚水ノシ性・検氏喜一鳥シ
タ。硫溶号九ト．二三笹書五催ノ汀九類1
ルイ化液q一ナ混酸液酸雲隠燐ぎ一ノデ．
遜ド水・φ七ス擬銀・怪聞アウβ・六出ル・
，法弊酸旨年　シ・硫ト加ルオ≡年越雨

引沈ヲ鉛ごシ
褥澱虜糖ヨユ
性国電ヲレラ
ノシシカロハイ
物メテヘヅベ
質炭屡次イル
ニ酸剰ニタ雨
シ石ノ其ミ氏

景以除・有雪
隠テキ中ノ富
液之タ逆乱邑
ノ・ヲル’晶質＝
弱兵後於ヲ。。
　　　　　　摺糠修テ稀ξ
　　　　　ぐノ性シ酸煎酒ぴ　　　　　ヒョ　ロ垂韓監1幕

チ。ラ純シ許
1蒸ム物4し毬
ル塞出ヲ酒8

．ア　シ　ノ　濾：辛占　9・

　　　　　ゆ・ル斯如別越5
コグキシ幾ゴ　　つ　　　　　　　　　トヨ

ホシア濾斯9

テ過通シ野手下上ン治報
弱シシ或シ越注日及癒告

　酸濾テノ・タ幾ヲニブ
．性液置上・レ隠隠小オ
　ト三ヲ璽後ヲ蔓嬰1
　ナバ除ヲ共五シ数グ
　シリキ五．冷％次及ト
　硫ツ五十野外．ノ牛リ
　化卜＋％液’・如ノン

セ　ニ

シ從
メ　ヒ
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ハ　ヲ
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水》度ム・＋キ肝雨ナシ
．素鞘二二r燐％方甲兵ジタ
ニア於ルウノ法等貫シル
ヨルテコオ硫ヲ鞍馬ムごり　　　ブ」　　眞　　ホ　　　ノレ　　蓉愛　　月1　　ご　　　9つ　　ル　　　2

テリ塞ルブヲヒ平筆ノ【
無性中し三・ラ以テ有議事ヒ
ヲヲ・溶・テ冴ス琶貴ド
面罵濃乱撃九イ・気．Oヲ・
キス縮シヲ＋タゾ巳確キ
濾ルセ過加度ミィぎ認シ．
液マシ剰へこンタ紹スピ
・テメノテ於抽ミ琴ルリ
眞加野点沈テ出ど亮コヂ
塞へ過酸澱炭法ヲ§トン
置生シ鉛セ酸ヲ研払国詞
　　　　　　　　　蚕シ濾ヲシ％考．究ρ…　よ
ヲタ1夜カロメ共斤究シ霞サァ
施ルニへ沈ヲセブ9リデ
　　　　　　　　むシ　沈稽．テ　璽通　ワ　ア　げキ　ニ

テ塗過分ヲシ即ン5　　き
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射グヂ呈ル品室ルノ・封　有ノ
ヲラウセブ性氣後酵シ・一i敷水ウ
施ムムスラ物透之母治九ナ製ト　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

スニ馬術ム重三ヲヲ療一ルエレ
　　　　　　　二達ヲホ酸ヲズ内鰐的八コキヒ　　　　　　む藪セ用挙試析腎容過有年トスト　　　　　　巴　　　　　　　　　　　　　　　」時リヒ結戸出も三シ敷杉ヲヨ兵》テルモ
間此テ品ニセ〉百墨ナ浦回リP痴沈ア無
内神室性ヨリ§qq控ル兼メ鉛旨飼澱ミ水

テ奏上・・深晶幹・氣ノ9　．ヨ』霧シ糟毛
直至ヲ酵藍・・曽ヂ中研国　　リ器L其臭1
チ五行母色板ρウニ究9　テ受3水ヲテ
　　　　　　ーニミフ＋ヲ状巳，ム乾ヲ魯
　　　　　　　　　　コ　奏リモグ呈二S嚢気罐ご　　　　　　ゆ　　　　　　　　

ト　

i敷グ之ラシシPごシミ旨
　　　　　　サセラヲ，同テ＝入王酵ρ
リム得ヲ埋水1レ末母賃　し　　　　　　　　　　 ら

　ヲへ五ノニ9其トヨδ
　　　　　　　　　　一水グ％燐・ハヲ内ナリ1

溶其ノ　ウ溶行革シ無9
液量食事ケヒ早朝色ノ・
トハ盤ル易タノ十ノ胡
ナ殆水フカル全グ愚僧
シト百ララニグラ晶萄
多食qqムス袋戸ム駐留
套豊中酸フ
紳ヲ骨無オ
経含混藥リ
炎マ和ニン

ノ燥ヲ物野
外ス取質母
壁ルリヲニ
ごマ外翼就

ヲサショ氏約テ百出キ
病ル之リ燐五十。◎シ鳩
メモヲテモミ日ヲ得ノ
ルノ前ノ・リリ間玉野タ多
鳩ニノ薯ブグ常ヘリ綾
二十如・色デラ混櫃i即紳
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　ゐヂ燐リ
アモ㌧
ツ　リノ・

オブ溶
反デ解
慮ンシ
ヲ酸燈
下燐色
スウノ
3オ液
ρルト
≧フナ



・’ {モモル蝉声笥；
望診響ニミ再思盤護
者二世最ノヒイノ・オぐ
二達ナモノ・各・タ酵ル
及セル馬弓部ミ’母ン
ハリモ量目分ンヲ及氏有精ヲシ十シ9ル
ス街其ノ無ニノ○ウ
　　　　　　　　トホ：量有カツ殆○エ
ナ九戸敷ニキ’トー1
ス十ナ物シ生塗モグ
　％グ質テ長．量：ルマ
　　　　　　　　　ノ僅ヲ五催　ヲノン　　　　　　　　酒力士＋進含直言ス其・・以ヲ加解悟マ
精二有二数有酸氏オ分盤テ昇ヘヲ母ン
　　　　　　　　　　　　　コニ塗桶％カス黒星イ析化浸張ア加ヲ1雨

リ十飛シ三ル舎お
キ倍ヲ其三越利子ア
而ノ．以蒸反骨別著プ
シ敷テ獲覆斯歌↓つデ
　　　　　　　　テカ沈戸立ニトQ。ル
　　　　　　　ニ雨ヲ澱貸出ニナHハ　　　　　　　oτ
　　　コノ・ n塁γタ五四ハ．デ
其リシルル％ル稽ン
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敷レルホ唄；硫ノ燥シ
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　　　しク》モノヲ量査ヲ石ルウ

溶エヲノ試・レ有ぎトノ白出直セへ稀氏1
　　　　　　　コ貿卸夢鵜讐マ錦邑二善言幕婆二薦誕β・

分％二解タi知中§冨ホ沈欝露テナテ巨i
宏量続蝋；責場難響灘架馴・
モキ％＋五三浸≧名一生・・生セ子分島
亦ス・九＋厚出窪セ定シ極シシア乱雲i・
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半襟．二酒：重スタ舞
　　　　　　　ゆ　　　　　しのミシヨ電圧重．ニルヨ
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》第テヨ酒キノ旨
　　　　　　　ロ含　二　沈　リ　精　酒　ノ・　ぎ

有分骨テ・精酵言
ス劃セ重臣ヲ母8・
ル沈ラ澱リ」以申幹
モ：澱ルセ沈テノδ
其物・ラ澱分生多
ノハモルセ劃長ξ
量三ノ、ラ沈f崔83

化アテル沈コ施§i
隼ン有沈塗ホシ舞i　　　　　　　コ　　婆巡警誓蕪ζ差引，

一・・脱水牛乳讐i
世嫡テ化アテ・翁
スタ夏水．ル浸以8i　　　　　　　　八ルルニ素コ出テζi・十
モモ之ヲホ・シ中引・六
　　　　　つノノヲ以ルァ和碧　　　　　　　　　　　　 め

岡寺碁蚤ζ薫喜1
サモ昇解テホ嚢互｝
　　　　　　　　…
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オ鷹ヲ得・解ヲ無晶痙於ヲ鉛置：ルセ八ハ
ル化有ヘシナ色・攣テ混ヨシカシ＋米ホ
フ金スシ温シノ結的但…：和1生りメ％糠ブ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　．ラニル之ア幾柱ヒ病盗シドシ性エノヨマ
ムヨ瓦ヲル分歌精二二直カ　タ　ト1酒ワィ
酸リ斯自コ引晶製ヲ蒸チリルナテ精一・ス
沈テヲ金ホ灘ごス直褒引継沈シルヲツテ
　　　　　　　　　　　　　コ重点三板ル性シレチ．ス濾液璽ヨLヲ以ノル　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハ井野上二ごテハニレ過ヲコ1以テア及
熱ヲスニハシ融柱治ハシ以リドテ三ル田
湯生唐桧全テ粘瓶癒放弱テン磨脂同力中
ニス水スグ微二晶セ線ア沈ヲ鉛肪三聖正
ハル溶ル溶二百トシ歌ル澱吸玉ヲ出イ彦
僅薫腋・・解酸四ナムノカ肺野r除シド爾
カブハ．熔ス’1生一｛一リ其結リシ濾：ド去1西」ヲ氏
二【燐融其反度・二金晶性メ過カシ精抽臼

鴫化1・解ホ水・下沼撞ルニカ・温蒸矛葺
ア白冶鑑・・一…i魔ニヒ五酸沈＋ヘニ瑠り竃
馬金酸ア溶一基熔Ω乃二業％テ蒸ニヂ錠
ト或癬ル液容ハ融解至テ穿ノ沈節附ン自
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ
三一契．魏鴛譲碧雲鐸欝垂ll
容・デ反2解酸璽式グトラ9メナキト欝
欝ヨン癒書シ上2’ヲラナ吸一濾シス命ぎ
一り酸ヲテ二二ρ有ムシ三二液炭党名畠
溶テ∫呈ルア乾炉シ㌧・濾lt柱量・酸盤セ浮
　　　　し解沈iシニル燥ρ熱黙過過ヲ酸ソ酸リ冨

ソ生恥・！テルハナリ氣液胞再ナヲへ其毬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ビ

ニ　セ　ヨ　・ヂ　晶　二’白　ル　容　病　ヲ　潔　ヒ、シ　加一テ　法　δ

トス　iン出ノ・色式易ご兵テ　ヨ五へ三ノ・9
リ其ド》セ億・ヲ・於室炭1時テ％原舘
1燐力臭シニ二二板ケ申酸ド二二二二1
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆごレウリ氣メ1丁丁シ歌ルニ銀碁放ア達ヲ虚
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腸ヒヒシ法チ類リ分何酸ミまマ
ノ　ズステ及　1ノ・抗離　卜鐵ン）イ
　　　　　　　　　　　　粘タチ此硫ル抗神スナ菰ノニや
膜ミヂ結酸ア雲叢ルレグ化ヨ1
ヨンン晶水ル経炎コノ・イ學レス
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セモ．ピノ
ラノペ反
レハリ慮
タ治ヂヲ
ル療ン呈
不的屍セ

リ及プ性銀コ炎ヅト此タ的ハ及純敷ニス
得其・物腱ホ的イ品等ミ三二ブ
タ類テ質理ル敷タハノン出己オ　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　

しロ

ル似イ中法二果ミサ試ノ材清1
工物ン荷ニテヲンレ藥吸七化グ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

キ買ア不ヨ1憂i現ヲノ・ノ・著・｝ヲト
　　　　　　　　　コズヲル純リ出ハ溶ナヴ剤シナリ　

ノ含ブ物テスサ出リィトテサン

物果關此
ごヲ係結
蹄清ス晶
ス失’‘・物
へ スモハ
　　　ヨキルノベ
カヨ、タ

夫有モ・精レ《画然タシ・・シ雨或ワ如イ
レス｝含製ハヒシルミテ‘適ノ氏ハ之グン

　トル1｝ゴ有ス容ス瓶三ン二丁タノ其ヲ或及
類モヲスレ易チズオ魚雷ノル研二野・∴ゾ
似ノ分ルノ・ニヂタリ外ノモ酵無能レヂア

！ス・離モ結有ンツ1無モノ母6・…　ヒリ
1　如ス・品敷及・ブカノト’Z初治ドど
　　シルノ性乙其ヒ汕ノト云濾量目療ロ乙
　斯コ如物エエド及盤稻ブ液閤ノ的キイ　　　　　　　　　　　　　バ　グトク質キスリ油基シヲノ・二巴敷シソ
　シヲ現ヲステン酸性難得其琶酸果ピメ　　　　　し　　　　　　　

ヘ

　テ得在得ヲごレトノ・物置ス成g・盤．ヲペどレ
　精へ施へ製モリ自転シ省慮器ノ有りニ

製クシグ出亦ゴ己ヲ
シ此得之シ無ネ清モ
三等ヘヲ得力リ化共
ルノキ乾ヘナンヲニ
モ物品燥グ’リ及ナ吸
ノ質法ス之乾其シ著
ノ・ヲニレヲ県葉イ也タシ
　　　　ヨ二言ヨハブ酵類ル二
二キ’リ無ア母似館山
的タテカンヲノ母物
作ルハ　トグ酸ベノ質
用モプナ氏性タ濾ノ・
ハノリルノノイ液之

杢7ぎ特スヂシ
マ複’ 於Lルき！テ
拳攣豆準ラ；葎

ツル切ルノ・ン質
グ須｝∫≧力或カニ
ロメ9明・・而鑑
イ抗琶力精シミ
ド神レナ製テヒ’
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1％ノメタ帯シ氏
　　　　　　　［膜ヲタミブタ彰ヂ　　ソ　　　　　　　　　　　　

くう

！二品ル　ンルル　ぞ　ル
在用酵及ニコニヴ

1リシ母抗血・ぎアl　　　　　　　　　　　　　　　　o
I

ヲブシ解ノ以ル醗ニ
ナラ之シ鉛テ乱酵可ブ
スムレ濾ヲ浸キ促溶レ
i・酸一過除出ス進性ン
　　ヨキヲピシキシ中性ゾケ
　　　　　「1テタヲ壌リヂ罫及ノ・加グ濾其エノ物イル

ハ． 距p血其ウ旨三面ヘロ腿節1不言タ及
1之ごヒ病透ム『お十二テロヲ液テ純ノミシ
1ヲ雨後ヴ度膜罫爾．血沈ン酸二二レ物定ンユ
透盛者イノ・ノ・ρ氏ア澱酸化昇ヲノ量及グ

　　　　　マ　　　むじ過ヴ・タア甚お御ルセヲ鉛虚構九注醸ア
セイ原ミルシしφコシ加及ノテ十及酵ル
スタ亡きコグニ盛ホメへ炭濃脂孝製促2
九ミトノホ不ヨζル沈テ酸厚肪玉出進雨
＋ンシ透∠・滲リ§エ重油鉛溶ヲ％注性些

壷九レ施度ナセ診ニリヲ庭加シヲ衷ノ8　　　　　　　ロコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　ヲ＋モシニルラぎ比ヅ器官ヘタ除セ研憎
蚕％ンタ比モレ竃シト別シテル・去ラ究憂　　　　　　　　コ　　　　　ユロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
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場テララト：三ハ
合室ムレシグ多
二塗口器テラク
ノ’二手○種ム　ノ
少鳩シ0々ヲ「學
クノテ○ナ鳩：音
ト健〇五ルニノ・
モ廉○乃遠里国
忌ヲー至學與宜
グ維グ○的ス上
ラ持ラ○操ル米
ム　シムー作庭糠
内骨内グヲハヲ
外ルタトラ施完原
ノ．’

c茶?X全曲　　　　：最ノ得二二ニト
純ナルテ從其シ
品リニ鳩ヒ　ノ動
ヲト過ノ其盛物
得假キ自原康試
サ定ス米糠ヲ験
ルセ原病二維材

イ域輩テリニシブ
タヲーモト焦テ　ア
ミ股ナ果錐心緊ン
ンスルシモ年忌ク
：Bル物テ未力ナ氏
ト肉質フ
ハハナア
同スルン
ー更や教
諭二或工
質最ノ・ツ
ニ近叉ヂ
ア抗ヨ1

タノル乳
癌結關始
核果係メ
心組ヲテ
ニ近有飲
醐ヴス食
ルイル物
、タモ中

ラ示串リ三二ニミノゾ
ス経複乱訴ぎナイ
ト炎維ホ
ナグナブ
ス　イ　ル マ

説タ多イ
1斬ミ数ス
；次ンノテ
有、成ル

ラニルタ
リ　＿　コ　 、
ム　　　　　　　へ

即種トど
比類ヲナ
較ア磯ル
的ル表一
最コセ漏

話生：分氏モトシ素
ト長ノ等研聞以ヲ
ナ催綜ノ究明；古血
リ進合冊ノセ東見
釜性的へ進ラ西シ
々グ構シメレノ之
迷イ成如ルテ諸レ

百



亘

　　ニキ互ルヲ行母『探浸構’リ3ζノル少
一　之二出所親シ菌小究出成ツ沈沈所迂
回　ヲ徳義謂ル易ノ官スノヲト下端二二
水第詳ヒ用在ニキ’蚕等ル：不届水物剤シシ
浸一・述各二・來米一育ハコ完然等ノノテ．テ
　ヘエ米ス種ヨム糠定ヲ前ト至破ノ分使其典
キ糠へ成ルヴ其量基述　二壊如解用尺大
ス申シ分モイ他法礎ノ甚ヨスキ：不二失点
二乙
於ヴ
ケイ
ルタ
試ミ
験ン
　フ

抽

出

精

製
等

關

ス

ノレ

研
究

ノ　ノタ　ノ　ヲ　ト疑タルル藥完工ヲ天
分トミ漏壷ス義i難コカ謡言シ推ハ
散推ン食究ル日並ト或ヲナソ定式
ヲ定工3物シ定封ごアハ操ルノシ作
來シナ申其量シシル感作1爲威民ノ
シ得ルニ結法テテへ扇面高唱へ中
爲ヘモ含果盛確常シヲニ少量キ問
．メキノ有トン定二前來使ナ用理ニ
ニモノ・セ在二面動述ス用力不由．於
敷ノ軍ラ來論解物ノごシラ完トテ
力ニーーレご議虚蝉如図化サ塗シ清
ヲ　シ　ナ’動於セ　ノ　駿　キ　リ　學　ル　ナ　テ　失

減テル物ケラ緒トi理テ的損ルハス
　　　　　　　　　　　　　ヨ退從忌日ルルニ併由油滴失：爲タル
セッ分封小ル達行二i敷ヒヲメンモ
シテノシ官ごスシヨカ物心有ニノ
ム原作テ普及ルテリニ理タi敷ンノ
ル重用抗ノヒヲ研テ減的シ成酸如
モヨニ脚研小目垂心退：三次分燐シ
ノリアi氣究官的ス有ヲ山霊ノウ：コ
ナ製ラ虹丁霊トルi敷藁ヲ酸一オレ
ル品スニ績モシ．ヲ成ス工面部ル画
幅ニシ成ト亦研部分ヘブハ分フ人
　　　　　　　　　　　コヲ至テ長ノ諸究スノグルア母ラノ
確ル寧蚕綜家ヲ
定化ロ育合方進
セ學異ノ画法’メ
リ品種作只中馬
素工成用係比近
下三分ヲヨ較更
∫旺頁1ノノ與リ1二二二二

；次長相フ之施酵

島影タル液ム9大
志ホメカ論式ヒ
　　　　　へ移三又二ニりごピ：手
動溶有配褒グ’
ノ．直管之留リ目
状二成硫シンヲ
．況ヨ．分酸或酸要
ヲルノバノ・等ス



昌

　縮ヲ　メ木　　ツ吸ト少濾　ニニシ
タ瓢加（a）濾精前（2）ト引水量過山得四布脱

I

lンス璽ニテ胃管鉛テシク水液・二黒1テサ
i酸歌ヲン鉛驚浸ヲ精義研木ニン褐テ漉ル
1ニト析酸盤シ液用密油磨精タ羽色2過混
隆玄転議酷享串三論；ζ鰻難巽講

澱
セ

シ

鷹

野

ノレ

濾
液．

三

ノ“

　リ
ツ

」

ノ

1木
1精

溶

液
ヲ

加

フ

ノレ

ノ、

喀
涜

警

誓

E

シ・・去・酸不和％合洗ンヲノニ液孝
メ沈シ多鉛純シノセ瀞心用浸振ヲ七
口澱テ量ノ物干稀・ヒシノヒ液猛烈五
沈鈎濾ノ木ヲ過硫タニ無』テニシ室キ
垂タ・，液無精除シ酸ン1水沈就轄蒸・
ヲンご水溶去低二二三木澱キ溶鯉グ
前田就炭液ス濫テン滴精二次蓉ごう
記ンキ酸ヲルニ弱酸ノ溶シノルヨ’
（1）酸テ曹加方テ酸ヲ稀液ム試部リヲ
ニ法二三へ虚無性水掃ノル憾言濃水
於前ノヲ沈　縮トニ酸・適方ヲヲ縮六
ケ述試加重
ルノ駿ヘノ
ト濾ヲ脱析
同液晶水出
様三行シ止
ニタセ炭ム
ノ・・ンリ酸二
リ　ニ

ツ　ン

ト酸
㌧ノ
鴬町
テ水
分木
解精
シ溶
低液
温ノ
ニ適
濃量

充至
急リ
ヲテ
通濾
シ別
炭シ
酸沈
鉛璽
ヲ　ヲ

沈．数

学同
セ無

’シ水’

エナ不　ヲ　量怯』行分　シ　十
キ　シ　溶　含　ヲ　前　へ　離　テ　．五

ス少ナ有加記リシ褐リ
歌シルスヘノ
　　ヨトグタル析寺憂
ナ加ン噺 G水出液
ス温二ごスニ
　ノン溶ル無
　後面解沈水
　濾バシ重炭
　過り乳ヲ酸
　シウ鉢吸曹
　次ム引引達
　　　　ニトニ証鼠ヲ
　ニシテ過加
　％水番シヘ
　ノヲ和テテ
　バ混バ沈脱
　リ撹リ二水
　ツ　シ　ツ　ヲ　シ

低色1
温舎ト
ニ利ル
　　しテ別ヲ
蒸歌以
蚕ノテ
乾液二
澗ト　日

シナ問
木シツ
精之・
ニレ前
テヲ後
笹分二
丁液回
シ二二
丁丁渡

百
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テ酸同ノ　　 キ　　 ご　 テニ　　　分ス
分ノ塒木服：ニズ水（c）ノ・本精テ前（b）本解故
　　　　　　し　　しロ解木二精脂木ヲニ酷ヨ品密画記バ品シニ
ン精乾溶血精得可酸クノ・二心酷リノ・バ之
吸溶燥液一浸本溶鉛溶褐中シ酸ツ酸リラ
引液炭ヲキ液品性二解色和コ鉛ト性・ツ濾
濾・血尿・ニー部ヨスヲシノヲ三物ト別
過量ガヘグ於燐分ル
シヘス沈ラケウト沈
　　し濾テヲ璽’・レナ不澱
液沈道ヲヲ試・レ溶物
二澱シ量感駿ブ性
炭セテ出三
』酸シ鉛セリ
素面ヲシ1’
斯コ炭メト
ヲノ酸之ル

　　　　しロ通沈鉛ヲノ
シ璽ト濾木
析’ヲシ別精
出濾・テシニ
ス過大テテ
ル洗部民五
炭驚分液同
様シ沈二士
バ水澱多浸
りごセ量シ
ウ溶シノ木
ム解メ無精
ヲシ1慮かくヲ
除飽別炭蒸
去和シ酸鯛
シ・“テ曹濃
低リ濾隠匿
温ツ液ヲン
ごトニ加コ
　　ヨテ水・タヘレ
蒸ヲン三二
島島二水鉛
セヘント糖

ラ部
ム分
酸ト
鼓ア
三リ
タ之
ン　ヲ

ニ各
ン々
酸硫
二化
テ水
玉素
図ニ
ステ
ル分．
成解
分ス
ヲ　ル

含ト
有キ
セノ・

ス黒
　褐
　色
　酸
　性
　工

呈低沈以ヨ質水シ
シ盗癖テルニニ気
乾ニヲ血沈シテヲ
燥テ水理澱テ出帆
セ蒸中シ物強密ヘ
ル．蛮ニタパモニテ
モ濃混ルリニ中混
ノ三訂濾ツコ和擾
ハエシ液トチシシ
粉キ三・…澄…ン低不
　　　マ　　　末ス％バ．様舌溶
血状稀リ
トト硫ツ
ナナ酸ト
シスニフ
得、ヨ木
へ　 リ精
ク　テ溶
昧　分液
刺　解ヲ
戟　シ加．
苦　過へ
味　剰沈
性　 ノ澱
二　富田
ど　酸・レ
ア　　ノ・モ
引　，3ノ
灘　 リヲ
性　 ツ無
強．　ト水
グ　水木
水　 二精

ノ　ニ　ノ

　　ヨ臭テタ
味蒸ン
ヲ赤鼠
取皿ン’
ブ縮酸
　シ　ノヂ
　三リ
　キウ
　ス，
　状ヲ
　ト濾
　ナ別．
　ス　シ

　　％
　　稀
　　硫
　　酸
　　ヲ
　　以
　　テ



、

分至ナバラ　　 ヲヲ加中路ヨ洗ン　製シ
ノ操ルリル前回爽原へ目下リ瀞酸本スム
移作ヤウル記バ額料更1四再シノ品得ル
動ヲ叉ム部パリセトニテ十二無二チ・量ト
ご通ハご分りツルシ多ル度量水和褐五キ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ

就シ．アテトツトモテ量卜開門酒水色一ノ・　　　　ヨ　　　　　　し　
キテル沈タトニノ製ノ共学シ精溶乙グ更
試各力澱ン法ヨナセ無ニテムニ三隅ラニ
験部リセニ及ルルル水解黒ルテヲキム操
セ分》ランζ沈・ヨ酒乱攣ト鹿加重｝作
りごタル酸タ璽トリ精振分キ理フニリ中

生メ　・ニンニ　ヲンヲ猛解ハシルシ
ス・量テ・關思三加瓢ス鮮不トZ
ル成ノ沈ンス惟比ヘヒ●其黄溶キナ
製分三下酸ルセ較シク結色ノハト．
品ノ較セ法試シス島リ晶ノ部美リ
ヲ分的ラニ瞼メル徐ンノ結分麗ウ
ー解多ルテ　タ『・々酸一晶汚ナム
モニ量・試
康ヨご部ミ
棄レシ分タ
ズルテトル
ルモコハ種
コノノ其々
トナ「 柏ｫノ
ナル分状試
グヤノ・全験
原究有．グニ
糠明二三於
中ス成種テ
ニル分ナパ
含ノトルリ
有必全モツ
セ要グノト
ラヲ無ご水
ル生干シニ
・シ係テテ
有タノ水沈
数レモ酸二
部ハノ化セ

リ類ニヲ部フ黄ル盛　　　コ　似茨工分析色黄ヨ
　ノ自1ヲ出粉色リ
　黒占’色テトス末針ナ
　多粉ルリ其状歌ル
　キ状，暦数熔ノ結微
　　　　　　つ　カノ中置融ピ干満
　故野口ノ鮎グヲノ
　ニ璽分署ヲリ析茨
　該ヲ取盤測．ン二分
　分析シ鑑定酸ス　ヲ
　解出町ニスノ之含
　物セ縮テル無ヲ有
　中りシ分二機濾ス
　ニ省．テ解二盛集其
　ハホ盤シ百ヲシ水　　　　　　　コ　多之化之三野工溶
　量ヲ自ヲ十分Ul液
　ノ特金分七シテニ・
　コニ溶液度テルピ
　　　　　　　　リ卵液漏ヨ濾ニク
　ン黄ヲ斗リ液テ　リ

析
出

ス

ノレ

炭

酸
ノ“

リ

ウ

冶

ヲ

濾

別

シ

濃、

’縮

エ

キ

ス

状

ト1
ナ「
シ1
酒

精

ア

精
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黒
具

壁

三

景

誉

安

芦

望

養
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ス最　　動ス　　キ温　　二液ス振出
コ初ノ“（c）物1直前（b）スニ；水（a）テニコ主盈セ股
　　　　　　　　　　　　　ロロレハリバ試ト二水歌テニ水亭ノ“ノシシ脂
等光ツリ験ナ1・ニト濃可ごグリ際テメ糠
ノ線ナツ参ス同不ナ縮溶可洗ツ六一濾一
面二ニト照褐一溶スセ性溶血ト木i過キ　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マ　　　　　　　　　　　　　　　し

重落ヨ沈　　色調性コエナ性セノ精テシ・
ヲレル澱
濾テ煎物
集雨隠分
シ攣物離
木スヲ後
精ル濾ノ
　ヨヲタ過濾
以ンセ液
テニルノ
充ン母台
帳玉液理
涜バニタ
撫リ夏ン
シウご二
乾ム十ン　ヒコ
燥ノ％酸
シ沈ノ沈
テ震幅澱
水ヲン
ご析二
溶出ン
解シ酸
シ次木
鞄ご精
和次溶
バ白液
リ色ヲ』
ツノ加
ト沈ブ
水璽ル
ト　ヲ　ト

共析キ
ニ出ハ

引法パノ1ルバル木浸ルll叢グ
灘ニリ得テ部リ後精液可液ラ
性ヨ　ツ量ル分ツ乾溶ご溶ヲム　　　　しロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　

ノリト四トノ・卜燥液夏性低ヲ
乾三沈血忌三沈シヲニノ密約燥　　％　　澱　　ミ　　ニ　　ソ6　　1殿　　かく　　カロ　酉昔　　音1～　　ご　　十

エ稀物五振稀物申ブ酸分テリ
キ硫
ス酸
三ニ
シテ
テ分
コ解
ノ瓢
得バ
量り
三ツ
十ト
漏水
グヲ
ラ以
，テ
ア中
り和
苛シ
烈低
ナ温
ノレ　＝二

苦百
味縮畠

ヲ瓢
有エ
スキ

グ盗硫
ラγ酸
ム微ヲし

二絶島
シノテ
　リデ裾分
特1解
イ∫テシ
ノ　ルニ

強可％
酸溶バ
味ノリ
ヲ部ツ
イ∫分ト

スヲ水
動分二
物離テ
試シ精
瞼低蔭
参温二
照二中
　テ和
　濃シ
　縮之
　ぎヲ
　エ低

ニル鉛ヲ蒸i
混ト溶除痛ト
撹キ誌略濃ル
　　　　　　シバヲシ新｝ノ
テ多加：更セガく
：不量ブニシニ
溶ノル濃メテ
ナ卵モ縮適温
ル黄熱シ度渡
部色璽テノシ
分ノヲ得濃布
ト玉出タ度袋
可重出ルニご
溶ヲス露国テ
ナ析ル色シ漉
ル出コノタ過
　　　ヨ部ストエルシ
分之ナ●キト酷
トヲシ：《キ質愛
　　　　　　　　 コ

ノ吸依ヲエ鉛
二引テ木iニ
ヅ濾透精テテ．
二過明ごル沈
匠シナテト璽
白木ル温．共ヲ
ス精浸浸ご析

講■■【一曾甥一’
．←



末ト透八　　　 グ弱シ　　 セハ，ノワ乳
歌：水明十服：四温ラ酸濾褐（D）芝‘全ト水ツ鉢
ヲニナ度脂鉛精ム性液色タ動ク議官ト内
　　　　　　　　呈テル玉子糖ニナナヲ透ン物異歌唱水ニ
シ精溶後三．二不ワラ減明二試二四バヲテ
引出液ノキテ溶
渥ニヲ温・：不ナ
性申適度グ純ル
強和度ニラ物部
グシニテムヲ分
　　　　し多面二三ヲ除ヨ
量子縮、時炭去リ
ノニシ間酸セ鉛ヨ

デテ三ツ石ル盤
キ濃％・灰混ヲ
ス縮稀藪二水除
ト黄硫回テ浸去
リ孝易酸温身上エシ
ン色二浸酸キテ　

ヲノテシ性ス精
並製鉛漉二
有品腫過至
ス七ヲシル　
動百筆意マ
物三酸糖テ
試十鉛ヲ申
験得ト加和
参グシヘシ
照ラ沈テ約
　ム澱沈四　し　

　ヲセ澱十
　得シ’ヲリ
　タメ完1
　リ濾了ト
　本別セル
　品ノンラ
　ノ・後メ水
　乾バ濾ヲ
　燥リ三兵
　粉ツ後テ

製

セ

ノヒ

コ㌦

キ

さ

二

十

八

四

グ

ラ

・’

階

下

リ

シ歴ナン験成観リ」二等
メ蒸ル酸参分共ウテ磨ド　

バ肥前沈照二ニム精シ　　　　　　　　　　　　　　　 し

り　シ記澱　　シー二号完
ツ礎ノ物
1・山麓ヲ
水ヲ液濾
二水ヲ別
テニ温セ
精工ムル
・油田ル母
ニシト液
　コ中バキノ
和リノ・露
シツ更理
工｝ニ
　　コ温水タ
ニ　ニ　ン

ア　ア　ニ

　二丁タン
縮ン酸
工二沈
キン重
ス酸ヲ
歌ヲ析
卜除出
ナ去ス
ス　シ　ル

コご　ヲ

ノ％以
欝欝テ
量写照・
二酸ヲ
十二二
八テ別

テ致テニ塗
而シ庭中ニ
モ水理二分
水酸セシ解
酸バサ低セ
化リル温シ
バウ前ごメ
リムごテ吸　し　　　　 う

ウニタ濃引
ムテン締濾コし

二二ニシ過
　　　コテ澱ンエシ
沈ス酸キ濾
澱ルニス液
四部テ歌ヲ
ラ分沈ト三
ルト澱ナ％
・ダセスノ
部ンシ其弟
分口幅得硫
ハンタ量子
稽酸ノレノ・ご

多二丁五テ
量テ品グ弱
ナ沈ノラ酸
ル澱得ム性
コス量三ナ
トル五シラ
　　ヘヲ部一テシ
二分グ前メ
　　　　　ニトラ記ノ・や

百
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燥シ　 ヲ攣　　 認ヲテ：場水回容在
工盤脱避化前六メ施ノ・合浸ノ易出訴前五
キ油脂ケヲ後アタシ浸二二比ニー種後米
ス性糠ン與藪セリ少出於及痛言受方数糠

』状酷一コフ同ト
　ト酸キトルノン
ナ鉛・　ヲ事實沈
シ液グ目ナ霜降
九ヲヲ的キニ怯
十加ムトや二
五へ’tシノス

1犠齎’匙’
酒壷！テヲ水
精ヲ　トル生知
二完と・双セ・・
テ了ノ至シリ
撒セ水アメウ
同シヲセタム
温メ以トルノ
浸濾テンヲ如
シ過約日誌キ
適シ三ヨテ強
度濾聴ル精ア
ニ液問有製ル
濃　　ノ・　ッ　1敷　操　　力

縮三、成作リ
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　し　　　　　　　　　ち　　　　　　

禁ヲハ百ハデ巨オ繁コテ

場ヨ配陣サ味
噌リ聞トレセ
於ノ知シノ・サ
ケ通セテ多ル
ル牒サ時激昌
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理反存テニノ反ノスリ1遇うノ・
由慮存謹マ
トごノ・明イ
ナ比之スエ
ルシヲルル

　　　　　　　　　　もル止
ナ慮ごト比ドズレ多元アムス
レハア断際含ルタグ來ルアレ
ト固ラス之；有切ルハフデルト
モ有スルヲノト玉葛オヒデモ

モ鋭此方氏之ノシモ解疑ア添状ル1ヒ右
ノ敏ノ法蓮レモテノ説無リト有ム」ド盲ノ
ナ度結二三以ノ唯トスキ例錐ノアノゴ如
リノ’品至二外ト其他ル清之露呈ル煙・キ

リ・画図ラアケ由・・チ結ルモルノセルノ
ラ劣ス議ル・・そリム該渠ム・モ方ラ〆・高
専ルルナルデ陰’テア広蓋アナノ法ル席旗
ぺ・・ヨシ淡ヒナ有ル色ニルワニトル要セ
リ遺りト黄iス無デ反其デト準ジトナル
エ講書ナ色ドモヲヒ雁ノヒ断櫨テ云ルコ
’氏ナ賓ス特》ノ論1・・固1定ス其フコト
筆・㍑暫類ち頻享羨鷲愚妻掻
鐙其試モ角ぞ画趣絶ルリ出ク常・一リ見
明問瞼ノ形ウシ過封ムト法稽ト謹一’トシ
方戸戸ナ結・アキニア稽ノ々ス明般圭タ
法線注レ晶ト余サ含ルス場蓋然スニ張ヒ
バ洪アハノロ等ル有デル怠業ルル；承セハ
　　　ヨ各・ノルブニピノ・モセヒ呈ノセニニ認り今
々勉コオ種ン後ノサ1色如サ往當セ此ヤ
ブニトルノ昇者ナルゴ反菜ル々リラノ規
オ推ナム結飛ノレ清二磨ブヲご探ル研定
ル暴シア品下説ハ酒固ヲオ得シ用ル究ヲ
ムス只ル、ノ異ヲ素ハ艦影ルサテセコど攣
アル；本デ生星’無言存ノスムル；其ラト依’：更
ルニ法ヒ成断面リ在モルア場ノルト乳シ
デ足ハ1ヲ，結ス該スノ冥ル合撰ルナフえ
ヒル呈ド筒耳ル呈ルニトデニ定モレオフ
　　　　1ノ色ノツ並モ色モ非アヒ逢セノリルオ



ソ危　ステムノタテ勿ヲア　係ノ結レゴ
食外題　ル此　ア　目　ル　余’論考　ル　余　ル　成　晶　ハ　ノ

糧ナラヲ種ル的ト等各案デ等燵績法喜固
品リハ揮；製デヲ同ハ種シヒノ製ヲニ等有
戸ト煙ラ品ヒ達時’市呈テ！獲魚保依ハナ
フ認製ス中1スニ容色試ゴタ肉置リ今ル
オム肉
ルへ中
ムキノ
　　コア之フ
ルカオ
デ極ル
ヒ限ム
1　ノ　ア

ド量ル
〉ヲデ
危算。ヒ

害定1
ヲスド
　　し人ルハ
輝輝製
二本点
画問掛
ホ題其
サヲ混
サ解有
ル子達
限スカ
度ルル
ノ第へ
達書力
量歩ラ
ニナサ
術ルル
キベカ
テシ故
ノ・ ｧ二
專シ衛
門テ生
家凡上

川ドル術ノ反験ニルノステや呈　しコ　　　　　　　　　　　
　　

ジヲコ今・・慮ヲ基試分ル浜煙色
オ含ト後ムハ施グ瞼與ノ定製反
ル有態二申二行特ノヲ目シ肉慮
ムステ於二三シ異身受的置中ヲ
ァル不テノ・南勢ノ績ケヲグニ利　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　コ

ルモ可本フヲル結ヲ研以ハブ用
デノ能事オ除長息乱心テ客畳セ
ヒナ’：事験ルグ果ヲ吉ノ永福ルル
言ルニヲムノ之検ス資造ノムモ
ドコ非績アタト感慨レ料所：業アノ
フトサ行ルハリスハトノニルナ
混ヲルスデ供ノミル水ナ確非デル
入王．ヘレヒ試ウコ産ス費サヒヲ
スメシバ1品ロト講ノヲル1以
ル術ト必ドノ・ト能習便期ヲドテ
ノ、其ノスヲ皆・ノ・所宜シ思ハ術
勝成確や等時ピサノヲ水ヒ存批
底因風信有恩ンソ製得産該在判
同ハヲ頼ス語気キ雌馬講試スノ
避木以スノレ諸氏市ニリ習駿ル蝕
ス屑テヘモ種特販係
ルノーキノ呈露ノル
能燃般製現色玉転煙
ノ・ �R造平底釈ム製
サニ寓所セ慮結三魚
ル由肉ノルヲ晶就肉
モルハ製ノ出ヲキヨ
ノモ四品事現生テリ
ナノ然二實セ成ハう
りナニ就ヲリシーフ
　　ヨトルフテ知之得新オ．
断ヲオ所リニタ方ル
定以ル期得由リ注ム

口入モ地
ノ著ノア
厚手ナリ
意スリト
ニルト謂
ヨ　コ　ノ　ノ・

リト事サ
同ト實ル
所ナヲヘ
ノシ智力
製省確ラ
造試ニス
ニ験此サ
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モト題　 ル1究ル及否乃ハ機同ノルノノ
ノ爲ノ右ヲドニ小童や些事能氏後ム如所　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

’・ス屡ノ見ヲ係兇塗ノーヒご’・ニアシ説
稽モ照報タ含ルニナ箏萬サ玉食至ル近末
々敢ト告リ有業ノ・ル論．分ル害糧リデクタ
危テシハトセ績有小ニノヲヲ品テヒ一一
瞼幽大テ牛云ル病害見關一可起工胃1九定
性ナ大楽ブ牛チ・㌧聯乙ト・二部ゴ○モ
ラル毒中報乳ニシ封シブスサ含及・ヲ入サ
帯丁丁二告ヲ歳テシテオトシ有四牛年レ
レ誤二戸二與六嘗テ・自ル謂メ・セ肢乳ニト
レ無準ケ封ヘケテノ・己ムへ健ラニニ於9モ
トカ擦，ヒシテ月ツ特ノアリ康ル玉磨ケ大
モルシフテ試乃ウ別研ル之ノル苦シル略
　　　　　　　　　　　　　コ元へ燵オハ駿至ンノ究テヨ維フヲ毎ワ其
來シ製ル同シ五ク異ニヒリ持オ麗日イ血
煙薄肉ム意タ歳リ攣基1先ヲルシ十レ量
製レ申アヲルノツヲツゴキ不ム珂寺二i（；）
肉ハノル表二小ブ惹キラー可ア々人氏○　コ　　　

　つ

類ブフデス其国入言論含九能ル悪ノを二
　　　　　　　　　　　　　　　　　コノォォヒル結聞及セシ有○ナデ心試ξプ
如ルル1モ玉章ロシテス四ラヒ及駿ノロ
キムムドノ離婁1ム日ル年シ1嘔人心セ　　　　ノ・アァノナ野分ゼルグ牛ワムド吐員究ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユロ幼、ルル毒ワニ乃ンコ勾玉1・レ・・ヲニニト
兇デデ性ト’於至ハトルハブカ、人垣與櫨以
ノ　ヒ　ヒ　ニ

食il倉吉ドドス　　　　　し
ニ　ノ　ノ　ル

保含毒モ
セ量性ノ
ラ五ヲナ
ル千批レ
へ：分母ト
キノスモ
場一ル之
合前ノヲ
稀後指本
レノ針間

ケ九イナ程飲ジ歯髄ズヘレ下
ル千ムキ乱用イ飯田ニタノ’ナ
細分雨モノニヒ江島至ル9ル
及ノ氏出職供下等キリニーモ
添削ぎ弱幽門ピノテタ十寸ノ
肪乙曇二・ラ葺理趣リ内至・
ノブ留シモレ§・由陳ト＋9標
吸施与テノ得ずア代霊薬二準牧　　ル　　即　　恢　　ハ　　ル　　ノ・　ル　　言射　　其　　ノ　　グ　　ト

　　む阻ム窪復成モ五モ及結モラナ
害アき盛人ノ千斯画論ノ澄セ
セル§．ニノナ分ル化ニハノル
　　　　　　　　　　　コラデノ向・健リ　ノ食系於十フモ
ルヒ研へ康ヤー品ノテ日オノ



叉ヲ　ル肉験ノノニデセ造ル品ノメデナ
二二以へ申二製二三ヒルセモトモトヒル
産品上シご・受壷二軸1モシノシノモ1へ
i業セ設　混テニテサドノモニテ酔筆ドケ　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しコ

保ン述　入漸係モ、リヲニノシ』ハハニノレ
護トセ　セグル其シ添遭介テ最比の量ノ・
ノスル　．ラニモ含ヲ加斗在即モ融之国憲
二二・レ諸　　・レ寓ノ量以セスス．チ腐スヨヲ量
ヨ限多　ノヒ分ノ・五テシ（：へ余敵ヘリ．測迄
リ度ノ　ブノ可魚市モキキ等ニグ査定ノ・
考ヲ事　　オー成分販ノ忌寸ノ階モ量ス獣
ブ五心　ル叉リノノ凡愚ナ供リノヲル認
ル千ヲ　ムノ・長一燵無塩リ試易ア有ニシ
モ分綜　ア三期ヨ製ナア從品キラス大テ
蓋ノ合．ル萬ノリ肉リリツニ時サル多可
シーシ　デ分派歯垢シタテ探節ルモ歎ナ
妥乃テ　ヒノ姻キニトル総用二ヘノノル
當至考　 1一ヲコ含見モテセ於シ無モヘ
ナニ量　ゴ程施「ト肩幅ノノラテ叉キノシ
ル千ス　一度シバセスナ商レ試本ニ浩然‘
腱分ル　．人ノタ無ラモソ品シ験試シ五リ
置ノニ　髄モルカ・レ荷加工モセ瞼モ’臨席
ナーテ　ニノモルル其之最ノシ施ア分シ
　　　　　　　　ヨルトオ　危ニノヘブ含供モノ事行ラノテ
へ協ル　　害過ナ　シオ輪台．多申　ト中　サー現
シ定ム　　ヲキリトルノ品量ニナノ・レ乃今
トズア　及サト信ム：最ノ乙バリ蒔ト至市
認ルル　　　　ホリ聞セアモ総’ブ強二季其一販
ムハデ　スシケラル多テオ大ル偶物萬ノ
ル衛ヒ　丈ヲトルデキニルナカ，々ト分煙
モ生1　ノ以モルヒモ・・ムル．故勲爵ノ製
ノ上ド　量テ余ナ1ノ故ア防ご夏既一斗ナ・ラ　一見等リドト意ル腐其・ニニ中
’リ方含　達ルカ現云’難ごデカ當膏血該ノ
而面有　スモ施二：最五デヒニ瑠ナ千丁タ

　　　　　　　　　　　　此二三　　トニタ講量ノ云ヲ・レニカー量ム
乙ブテ　ナ煉ル習ノ・一ア読会供一白ヲア
ブモ之　 力製試所モ量ル有製セ商量含ル
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　　　　　　　　　　レシ墜ナ．ルニテ．オ
方1帥　メヲナ水　　リテスレモ附之ル
セトチ　 貰瑠ノニ可　依之ルハコ著ヲム
ン2之　 ト取三百検濁テヲモ素一三庭ア
チニニ豫∠レズ酸乙子逸先嚢ノ心夫瓢分ル
メ付新試ヲへ十方ノ國ツ表目リ程フスデ
1十鮮験以・シ立セ細公左シア嚴多オルヒ
トプナ
♪レ　ロ　ノレ
しロ　ノ

ヲセ・牛

加ン乳
へ　トニ
　　約1ノ立
三過方
十グセ
分ロン
時1チ
間ルメ
熱熱1
シ液ト
ア○ル
微三及
二立比
工面重
騰セー
セン．上

シ　チニ
ムメ四　』

而1ノ
シ塾璽
テル酸　しロ　　　　
検ヲ其．
髄加毎
如へ百
シ直立コ

フル方
オモセ
ル　ノ　ン

ム七チ
ア立メ

テ平方ン‘劃定二郷ラニ量ルコ1
稀、液セチセ試其製サ取ごムトド
　　　　　　　　　　つ繹ハンメル．駿試肉ル締フアト含
シ濾チiモ法駿類ヘルオルセ量
左過メトノ
ノシiル三　　　し豫タトヲ十
試ル2加グ
験後ヲヘラ
三之加均ム
供ヨへ等ヲ
・スリ煮二階
　一町分容
　立シ布約
　志水シ五
　セ蒸三百
　ン氣十立
　チヲ分方
　メ通塒セ
　1シ間ン
　トツ放チ
　ルツ置メ　　　ヲ五シ1
　分十タト
　取立ルル
　　　　し　シ方後ノ
　水肥ニゴ
　四ン十ル
　立チ五べ
　方メプン
　セ1。三
　ントセ取
　チルン

リ

　　」

法中シヘルデハヲ
ヲフ然キムヒ余標
掲オル筈ア1等準
載ノレニノノレドノ、ト
　　　　　ヒスム猫モデノ取シ
ヘア逸ノヒ爲締テ
シル國ナ　1沖上妓
　デニルゴご：最ニ
　ヒ於カヲ此モー
　1テ故含ノ適ノ
　ゴノ・二量試切試
　ノー本ス駿ナ駿
　試千法ル方ル法
　駿九ハ製法モヲ
　鑑百之品ニノ制
　定八レハヨト定
　旧年力衛リ信シ
　之既爲生腱ス之
　二ニ二上罰ルニ
　準一・洪：頗セモ・抵
　抵iノシルラノ角濁
．ス公テ危ルナス

　ル定本陰ルリル
　コ試來ノカ叉試
　ト瞼ノ虞如假駿
　ト法債アキワ品
　ナヲ値ルコニ3・
　リ制ヲモト天総
　居定失ノア然へ



試軍レへ沃
駿一ハ其度
ご島六一ii舜
於シ角部溶
テテ晶溶液
雨星形解十
種形ニセプ
ノヲ屍スロ
結ナスシセ
晶セルテン
ヲル六残置
　　　　　認モ面留ノ
　　　　コ識ノ形スヨ
1シ　ヲ　ノ　ル　1

タ蚕豆ニド
ル見黄平力
，時ス色リリ
ノ・ヘノ冷ウ
供シ結後ム

　　　　ニ　　　一二特ラ申　　　ル反フル
　　　　ヤ　　　　　　　　　　　へ
右モ重度カコ続出取異ス二三　蒔癒オデ
．ノノヲ飛リ．ト平和リナ少ハ液’　ノ・ヲルヒ
確叉加ヲウァ叉昇次ル『 ﾊ常’ノ確次出ム1
定ハブ加ム旦ハ兼ノ結ナモ憂定ノ現アゴ

試
品

ノこ

フ

オ

」レ

ム

ア

と

ア

ヒ

i

ゴ

ヲ

含

品濾丁
田過液
ノ・　シ　ヲ

之テ温
力製メ
集ス且
合・一撹
シ滴鉾
テ及シ
星稀ツ
形盤ツ
ヲ酸之
ナノ　ニ・

二極過
ル微沃

六溶雨晶ラア部試確スルヲ
線液反ヲサルニ駿定ルデ含
　　　　ヨ二一ヲ・留．ブリ剰
線型試スオ二二
状　ヲ　ミ　ル　ル　，反’ア

ノ加顯コ　ム慮ム
星フ微トアヲモ
形レ鏡アル二二
結語下ワデスア
晶直二其ヒル水
ヲ後於殖1様ヲ
蚕　3ζ’テ　渣　 ド　塒…加

　　　　　見ハ之ヲノ々ヘ
ス暫ヲ数台少殆
盛時槍滴在：量ト
シノズノスノ乾
　　　　　ヨ繋馬へ水ルア燥
ヲーシニ塒ム歌
経榛　 溶ハモ態
　　　　コルニ　解へニニ
ご結　シキア論
叢晶　 其サ；水ス
ヒ　性　　　　溶　　メ　　ヲ　　ル

八ノ、　液チ加迄
面罵　 ノ．・1　フ蒸
彊豊・重　 一一 激句Y
ノヲ　滴ンコス
結．生　　・ヲテ　トへ

晶シ　載トヲシ
ご次　物ラ忘此
攣二　硝ミルノ
ス三　子ンへ期
ル線　上ノカ間

放ノ慮残ルカ過　試コヒ有
　駿ト1セ
　ヲヲゴル
　施検ノ場
　行定丁合
　スシ在・・
　昏タセ紫
　シルサ色
　　モ　ル　ヲ
　　ノコ呈
・・ @ナ

ト ス

　　ル　ヲ　ル
　　コ確モ
　　トメノ
　　ヲ奥ナ
　　要r1リ
　　スフ此
　　而下思
　　シル使
　　テム用
　　右アス
　　豫ルル
　　試「デ牛
　　瞼ヒ乳
　　二　1　ハ
　．於ド豫
　　テ》メ
　　反添試
　　磨加駿
　　陽シヲ
　　性テ行
　　ナ其ヒ
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　　　　試オハスサハフ結程ア珊珊
試　第　駿ル少2ヒレ顯ル再度ル度ヲ余有
験　　　一　　9ヲ　ム　ナ　フ　ハ　著結　ノ　ニ　デ　ト『利等　ス

方程市實實アキオウニ品生於ヒノ用ハル
法度販駿行ルモルロ六四成テ1關シ圭モ
ノ、

濁’

逸　 ム

國　及
公，　煙

定　製
’桧　魚
二　輿
擦　秋
リ　刀
タ　魚
ル　鮭
モ　鯖
ノ　鮭
二　申
享農’
可　 ケ

検　2ヒ
品　 ブ

乙　血
塗　　 ル

十　 ム

グ　　ア
ラ　　ル

’　 ア

ヲ　　 ヒ

秤　
！

取　f
シ　　 ノ

五　 出

門　色
．立　反
方，　慮
セ　　ノ

ノ成スデノムト角ハヲハド係テトノ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

ハ績ルヒトア甲形此以實ニヲ煙シナ
コ1ナ．ルヒ’淡」侍テ現就槍製テリ
トドルデン黄二階シテ霊肉右
・試ヘヒ昇・色ト験得其山中ノ
セ．瞼シ1兼ノ陰ノラ反シご獅
ワ法蔵ド及結性限ル二二於逸
　トノノマ晶ノ度ル常其ケ國
　シ理工イ野守ト場二結ル公
　テ由量工星果ナ合性果ブ定
　最ニノ・ル歌ヲス戸倉ニオ試
　モヨ正子ノ示バカナ擦ル瞼
　適リニ藥モセ稽リルレム注
　切右五二。ノリ々シ’ノハァニ
　ナノ千山二世苛ヲミ各’ル準
　ル二分ルハレ酷以ナ種デ掠’
　モ逸ノ爾星トニテラ呈ヒシ．
　ノ二一結状モ二男ス色書諸　　　　　　　　　コ　ト公甘干輝国ク色ウ反ド種
、信定ヨノ集千ル反ロ慮含ノ

　セ試リ生合分ノ慮トノ、量煙
　ラ験ハ成町ノ四叉ロ既ト製
　ル法多ヲルーアノこヒ’二二肉
　ルハケ以モ量りウン五色類
　力本レテノヲ唯ロ昇千反ヲ
　二丁ト限ヲ含マト天分贋試
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ノ

面部テシト各純キサノ硲ゴヲ中等ナ管ル
ヨニ少タヲ管良辰ル虫酸ム燃ヒノレニカ
リ接クル混ノナ既ヲ毒血良化根分叡慮ル
窺近モ温和接ル成知性溶ヲセ散解多血チ
覗シ三塒シ績小ノテ強将介シ論意．量スウ
スタ0々冷部塊六塵キ中シメシカノヘム
ルル面隠却ヲ状玉壷水口テ砒ムラ砒シ管
二狭時硫シ鮎亜難中素没，之化ルス素而ヲ
事忌問酸タ検鐙ヲ水化入ヲ水ノシアシ叉
モ部試ヲルシ或シ素合シ小忌危テンテク
異域三幅モテノ・チが物以硝ア瞼逸チ還ロ
常之ヲ加ノ映亜酸スヲテ子ンア出モ元1
ヲ隠縫シヲ昭鉛化ン分藤島チルシン管ル1
　　　　　　　　　　　　　　　し認り績ヅ注ナ粒画嚢解解トモヲ來ヲノカ
ム熱シヅ加キ三シ生セ：充連ン由り含屈ル
可灼テ還シやOム緩シ分結水’テ猛並立チ
ラ部金元適，否1ル慢メナ論式試毒スセウ
スノ厨管度や四／ト且ラシ泣言ナルルム
然方鏡ヲニヲ○虞ナツサメ血中ルト尖管
ルご配置水確9ナル之ル其1二一砒キ忌月
後向成シ素メヲシモカ爲ノ毒素化ハヲ幽
遠ヒノテが漏三。還忌寸硝ナエ水脹下ヲ
メ漸形紅ス惚面
テク跡熾ヲ管壕
黒蜜毫入麺ヨ内
備大モシ生り・
シセ之メセ稀投
置ルナ斯シ硫入
ヶ部キノメ酸シ

元二二子ルス素ノ力支
管全逸管水其或熱二壷
熱血’脱ノ素虚報灼向上
面面シ下化端ア：部ケニ
部内三三合ヨンニ普水
ノ．ノルヲ物リチ於通卒
内室砒小ノ出モテ上ノ

亘

孝
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ヲ摂養ccスレス）可以内ヲヲニヲ移管可
生ノ清ヲル」プ先ラ上ノ加安硫画塾ノ；瞼
ス…潔還モヲレツス試潔フ全毒除セー瀬
瀬小二元ノ働，」還其験潤ヘナノスシ玉液
テ塊シ管トカヲ元ノノヲ．とり還ヘム所ヲ
液片テノ看シ連管湛結防ヲト元シルノ漏
　　　　　　　　　　　　　　　分ヲ固一徹メ結ヲ左官キ満スニ　ヲミ斗
ヲ専有端ス其シ斜ノ金三二郎因叉可ヲ管
加入ノヨコゾ注メ如厩ルシチリ水ト熱賛
濡シ光りト心意昌・シ鏡ノ冷三麻薬ススリ
　　　　　　　　む　 　

シ放澤吸ヲ端シ把　灰盆却頸化が而ル大
残置ヲ上得ヨテ持
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ノルス酸テ出，厨其
癖ごル化較ツ鏡ノ　ヨ　　　　　
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鉛ア小物強’ヒノ屈
塊ン白ヲクが附曲
ヲチ金濡之ス著セ
俳モ皿ホヲヲ部ル
棄ン或シ聴唖ヲ尖
セノハ其勲ク小端
シ卵白儘シニ火ヲ
メ在金三テ蒜畑上
　　　ミ水二言下槍様上方
ヲ因、禍分化臭ご二
選り二時セヲ騎向
加白移身シ徴シケ
シ金シ放メ知徐離
婚器少白癬ス雄蕊
院ノ許シ後ルニヲ
シ内ノ此五二熱少
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ルニ盤酒毒テッグ
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之’色ヲ酸酸砒静ケ
ニノ加溶溶素力之
盤附へ液液ノ三三
酸著純ヲニ現スゴ
ヲ物亜内三存プム
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智へ虞ニリル同
ノルア從テノニ
如グリヒノ・呼野
グテト襲先ア加
セス云熱ツル’シ
ハニブス滅ヲ最

一一 阡ﾕル火以後
方　 レ　ニ　ヲ　シ　，テ　ニ

ニ爆試以テ塒侮
於ノ瞼テ全々稀
テ肩申其グ火膨
グノガノ冷：逆討
ロ邊ス，作却ヲヲ
1マ獲用スシ加
ルテ生；釜ルテブ
カ水爆劇ヲ少ヘ
ル夏ヲ甚待唱シシ
チ期冷トチク若
ウハ却ナ還左シ
ム氷スリ元右還
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三1ステ乾解シカヨニ瞳存二　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

酒ノ於加
石弓テへ
酸重　テ
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ニヲf遊士○り化ヲ
四駆ハケCCウ砒平
時除耳金ヲム素へ
問シ解厨混溶ヲテ
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渣　　ノヲ全野共ヲニ化化盗ニ
ニ残現加配二ご小濾水シ浸熱望
純渣存ヘス稀導べ取二野シシ素
硝3二少ル盤ヘツシヲヒ濾テ三
酸導因シニ蝉吟へ硫通之過炭’g
五濾リク至ミノル化シヲ・シ化ヲ

確下
定セ次
回シ亜
験メク
ヲ冷円
行後1

六紙白温リcc濾グ水二野其セ盗第・ブ五ル
滴ヲ色目黒・ヲ液ラ素栓：量ノシ製二へ％酸
ヲ盗ノテ色丹ヲス含シノ残置封r
加、製沈溶ノへ盗二二テ二言徐禍錫
へ珊翼解不濾製取ノニ酸ヲ々二銅
：重禍甘セ溶過辮リ水四ヲ充二秤鉛
管二飛シ物シ禍硫ヲ塒以分其取及
煎：取ヲメヲ善内化以問テごノシ三
野リ三水小クニカ．テ放湿水熱少鉛
二二出ヲ濾水蒸リ洗置赤点度量ノ
温酸ス加紙洗嚢グ瀞シシシヲノ試
メア。へ上シ乾パシ褐濾養昂濃駿
溶ム
解そ
セ　ニ

シウ
メ　ム

水鳥
二半
テ溶
馬堀
繹ヲ
シ以
濾テ
過急
シホ
其シ
ノ　薬

殺ル
液後
二熾
稀灼
硫シ
酸騰

テニ濾燥溶濾：’色血清メ硫
稀濾液シ液液晶シ・・熾酸
二上二残ヲ2至水濾灼ヲ
シシ純渣加漫心虚心シ加
1断水亜ニへ笹色シ　トテへ
過ヲ二二テ液ノ憂共殆テ
シ以ノ黒黒ノ・沈漬ニト粥
其テー盤理先塗1増茨状
ノ洗小器シツヲハ塙化ト
濾手慣二塁之析之内セナ
液シ片三巴ヲ出ヲニシシ
ニタヲCCシ貯昏昏復メ初
昇ル投ヲ水ヘルヘシ冷メ
乗後入加洗沈’ m1各テ二野
溶解シヘシ重キ二二之意
液二放テ残ノノ・液燥ニシ
ヲ盤置蒸漢附之ヲシ盤ツ
予土シ嚢3著ヲ集熱酸ヅ
フ約テシノ・セ小メ灼ヲ小
ル○亜其濾ル濾之シ加火　　二五鉛ノ紙濾紙ニテへ二
丁ccノ残ト紙上硫茨テ上
　　　　　　　　、

シ酒力。

　石ワ
　酸ウ
　溶ム
　液溶
　ヲ液
　以ニ
　テ溶
　塵解
　理セ
　シサ
　此ル
　ノ金
　酒厨
　石鏡
　酸ノ・

　溶之
　液ヲ
　ニ：水
　就洗
　テシ
　既タ
　記ル
　ノ後
　如乾
　グ燥
　デシ
　ン熾
　チ灼
　モ　シ
　どテ
　ノ酸
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一ノ濃ノ添水デ　「色『；く　鐙ノ姓ル精モ
　濾厚沈リ酸’ル前ニナル叉ヲ溶へ疑・ヲ三
濾液溶重酷化力記滴リト濾生液沈ア混cc
液二液ノ醗アリ濾ヲトキ廼シヲ重ル和ヲ
三就ヲ茨ヲ’・性累加スハゑ叉二ニヲス加
ナテ以白油ミド2ブ故其及他分酷以ル！、
卜試テ色加ごナ及レ三ノ洗ノシ酸テモ藩
・駿濡ヲシゥシ洗ノ・ア液晶一幅ア此可蚕
シヲホ呈テム硫液赤ム藍ヲ孚ノムノナ乾
瀕施シス弱しン化ヲ’負モ色蒸ニーモ沈と．燥
液行乾ル酸外ア取ブご・ヲ蚕雪丸二重放シ
ラス燥ご性燐ムリエア呈濃硫ニウヲ置テ
過ヘシ至ト酸モ蒸・性ス厚二重ム小ス游
飽シ灰リナ共国幣チ液ルトヲグ溶血ル離
シ。 ｻ之ル存ウシァヲヲナ加ロ液晶ごノ

i髭

i誓

1誓

セヲニノムテン蒸以シへ1ヲ上若硝
シ海面場ヲ原銅蚕テ’タテム加ニシ酸
陣取リ転注容ヲ濃轍ル蒸酸へ濾出ヲ
痩シ少山畑ノ雲海ク後嚢カテ集キ駆
渣水玉於シニスト之ア濃リ温シ二野
二幕間’テテ分。ナヲム厚ウム稀色シ

セ稀シ劇ハ善一
シ　硫タシ燐ク乃
卜　酸ルグ酸混至
キ　最後振ア和三
ノ・ @三盗忍業ルセ分
賦　　cc製シ　カ　シー
ヲ．『 注H片硫ワメト
濾　加塙化土放ナ
取　へ二天類置シ
シ　テ取ノヲシデ
其　温リ殆混黒ム
ノ　 メ硲ト有色モ
濾　タ酸全スノニ・
液　 ルアクヲ沈ア
ニ　　後ム溶析素水
硫　濾モ解出硫ヲ
化　　過昌　シ　ス化加
ア　シウテル鐡ヘ
ム　其ム其二及テ

レ識モトムル硫粉タ
微別ニナ溶’二酸末ル
ニシアス液賦性釈後
節得プ」にトヲ二丁ノノ其
酸レ　ヲキ加害水沈ノ
、々トカ11ノ・ブノニ璽三
三モへ復レ沈・テヲ渣
卜僅テタ・・澱洗析ヲ
ナ微忌門黄ハ驚出水
シノ飽色色：全シスニ
新宮スノ　ノ　グ濾ル溶
製ごル硫沈溶纏ト解
1黄ア同学準解ユキ曳く
色リ多鉛重ス及ノ・㈲
血テ量ソグへ洗’鉛同
濾ノ・ノ析ロシ液ノ容
盤殆銅出警依ハ存留
溶ト溶スム・テ高高ノ
液締． C酸此ヲス
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　シ炭シ煎製　　可用　　　　　　．三　　二
　。酸熱血班文検セ若卜脚継　硫　 歌モ
　　ナ灼ご融着．物シシ溶湯酸前化濾ノ　ご
　　トシ蒸二酸ノト亜解溶二文水垢’沈ウ
　　リテ獲取ニソ略鉛セ液浦添素モ、澱ム
　　ウ数乾リ溶レホヲスニ解化ヲア硫或
　　　　　　　　　　　　　へ館　　ム分澗硝解ト同検　　三シ風通ム化ノ・
結

溶時’セ「 _セ比．量出
液間シヲサ較ツセ
ヲ熔メ以ル試ツル
以融之テ最瞼適ト
テノニ濡初ヲ宜キ
充歌三ホノ行ニ聞
分ヲ　1シ残フ前脚
洗保四藤壷ヲト藥
瀞数倍意1可同卜．
シシ：量シ申トーーシ
此メノツ硫スノテ
ノ冷無ツ酸。盗使
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渣水炭灼ヲ
ヲヲ酸．シ含
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ノ物リ酸テ
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　力而　鹸ナ原般　ウ析浸ル　水コニ
　ルシ本ヲグ質金鑛ム出シ場レニトモ」以
　ヘテ試進寧、ヲ鉱物混ス．其合1溶ア亦上
　ジ飲駿ムロ構二性和国ノアキ解ル慮悲
　ト食法ル可成就色物盤濾リ色セヲ用テ
　思物ハ方検ステ素ト酸液即素サ以シ1
丈惟二著可色ル試ノ熔昌幽ニチニルテ得ル
獄ス血色ナ素ヲ瞼試融溶仁心ア出前へ色
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’三漸頭五瞼5攣見テ國ト童話
ヲコ底部百浩ト化スハニナ子製
滴ル軟燐立
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　マシ之謹ワヲ々

　　　　　　　　　　十

嚢雲叢奮擁護舞「蓬

笥筆勢誉三藷旧藩
ノウ般リ禁定三二ヨ　　　　　　　　辰績方ム的公止量「リ
法》定定セシ大直



＼

へ振稀ヲア部ア至芸無二兇刃立二盈ニリ
悪逆盤稀水分ムワヲ多智駿シ方濾溢血雲
門シ酸薄ニヲモ其試量當シ黒セ面上游ル
ニ　タ　ニ　ア　溶　取　ニ　ノ　験　ヲ　ス　タ　色　ン　シ　ニ　セ　ベ
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アマニ過べ同洗沈早ごデメ・乗蚕加ト軸心
ム　　グ　　ア　乗り　ツ　沈　瀞　澱　掴　其　　ム　　1　ヲ　燐　　シ　　ル　　ヲ　　ヲ

モネ水乙へ澱シz濁ノモト自失テラ虚喝
ニシヲァルヲ其モヲ上二朶澱硲同士糠冷
アァ混ムグ温ノリ生玉ウ燐ス酸量度皿シ
水廻シモラア洗ブセ液ム寸ア銀ニコ昌該
ヲ劃テニさム瀞デサノ溶二丁溶百ル取溶
以ヲ輕zハモノンルー液十島液五ベワ液
テ加グヲ之昌一酸二部ノ本ヲニ＋ン重中

百
五
士



＼、

黄
燐
製
燐
寸
中
ノ

黄
燐

’定

量
試
駿
成
績
報
告

難箋慧番F次難難萎番
號　號號號號號’　フ　一　號　號號號號條
　　　　　　第ム第
　　　　　　　　　　　　　　　二大一・
1書篇．飛表罐ll綴1

田二二大大大大　製

ll塁騨癸邉

所町場店・下下・島　所

日大三大不不不製
包正日iE
装九包九－　　　造
年装箏’
十　十　　　 年

月　月　　　　月
旦　二
九十1 ｾ明明腐

　　　　　黄燐
　　　　　製
　　　　　諦
99⇔99ζ蒼
蝿　二五七六ム有
二　五五四・七量ス
八　六五一五　ル

百
五

十‘手
三　四
　　八

　　　　ス大
　　　　ル人
　　　可二
　　　二二
　　　燐ス
　　　寸ル　．
　　　　ノー・
　　　本同
　　　．数ノ
　　　　極ご＿．＿＿量’
7一．　　　　昌
九、〇三四　相
一：八五・．1入

ス燐

諺lll鱒．麗

ノネ所町揚店下澤島根
極シ
量ウ旧大三大不不不製
ハ　ム　包正日正

可》勉舞　　造
槍量
燐ヨ
寸・リ

幾二
本出
ゴ　セ

該ル

士

万

十
九

十、　、　年

旦　　　刀

十明明明日

　　　八
當燐十十九九乖箱
ス寸1
ル＿　九
　　　十
や本
ヲ中
箕ノ
出黄
シ燐
タ　ノ

ル量
二二
左回
ノ黄
如燐
シー @モ

　ミ　五
　　　〇

　　　　燐
　　　　寸
入十十十小

臼け蜜
九二海幸本
十十十十殿

白白寒二品
『○　　入　二　五　　・ネ賀監

OOOOシ拾

　　　酸別至洗
　　　　マニリ驚
　　　　グ之之シ
　　第ネヲヲ其
　　一シ次蒸ノ
　　表ウ化氣洗
　　、噛ムシ乾液
　　　し　　　　ノタ燥ヲ
　　　恒ル器硝
　　　量後二酸
　　　　ヲ珊納酸
　　　云云，メ性
　　　　ルノ塗ト
　　　　ゴ丙クナ
　　　　ト容乾シ
　　　左物歯並
　　　．記ニシ酸
　　　　整合タ銀
　　　一シル溶
　　　表良心液
　　　　ゴ時豫ヲ
　　　示曲面加
　　　　スグ重へ
　　　　カ感量テ
　　　如灼ヲ白
　　　　シシ国色
　　　　　タ定ノ
　　　　　ルシ沈
　　　　　後難澱
宝鵠　　更ル9’

峯翼　轟7
貰考　　熾増ル

蕉至　　施移生
性ト　　　　シ　シ　セ
燐ル

　　　　　焦濾サ
　　　　　性紙ル
　　　　　燐ハニ



＼

山骨十斯チ頭二ニモ死ゾ
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